
第４３回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録 

 

日 時： 平成２９年９月１９日（火） １５：００～１７：００ 

場 所：非破壊検査 株式会社 8階会議室 

出 席 者： 鎌田会長，葛目幹事，永山幹事，服部会員，藤原会員，内田会員，藤垣会員，寺澤会員，

吉田会員   以上 9名（順不同，敬称略） 

配布資料：43-0   第４３回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事次第 

          43-1   第４２回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

43-2 鉄筋腐食に関わる実験・実習ツールの紹介（永山幹事） 

43-3 鋼球打撃によりコンクリートへ入力される弾性波の周波数特性に関する実験的検討

（内田会員） 

 

議 事： 

１．会長挨拶 

開催の挨拶が鎌田会長よりあった。 

 

２．第４３回議事次第 

  内田会員より，本日の交流会の進め方について説明があった。 

 

３．第４２回議事録（案）の確認 

  藤原会員，内田会員より説明があり，内容確認が行われ承諾された。 

 

４．話題提供 

（１）鎌田会長より，2017年 8月 31日に開催された第 13回 JANDT技術討論会において「高速道路

の維持管理の課題と非破壊検査の役割」の講演題目で，NEXCO 中日本の長田氏が道路施設分

野での NDT のニーズについて分析した内容に関する話題提供があった。道路施設の大規模更

新・大規模修繕の中で，橋梁の床版の取替や高性能床版防水の導入にかかる費用の割合が大き

いが，この費用の算定の根拠は明確でないことから，床版の劣化状況を正確に把握することが

できれば費用を低減できる可能性があるとの説明があった。高性能床版防水に関して，防水層

に生じるブリスタリングの試験，舗装抵抗性試験，ひび割れ開閉負荷試験が追加されたグレー

ドⅡの要求性能を満たす床版防水層を有する場合でも，温度低下による熱可塑性シートの未溶

融などが確認されており，レベリング層の浮きを打音検査で確認するなど非破壊検査のニーズ

があるとの説明があった。非破壊検査に求められていることとして，目視で確認できないもの

を検査できること，定量的で客観的な合否判定が行えること，専門家でなくても品質評価を行

えることが挙げられ，客観的に信頼性を評価できることが重要視されているとの説明があった。

以上の発表に対し，非破壊検査技術を提供する側と使用する側では意識の差があり，適切な評

価を行うためには専門家の視点が必要な技術が未だに多いとの意見があった。 

（２）永山幹事より，「鉄筋腐食に関わる実験・実習ツールの紹介」とのタイトルで，話題提供があっ

た。DECHEMA（ドイツ化学技術バイオテクノロジー協会）の教材に倣った腐食実験を出席者

全員で実習したのち，寒天を利用した電気化学的再アルカリ化の観察手法についてスライドに



よる説明があった。腐食実験では，フェロキシル試薬を鉄のプレート上に垂らし，呈色反応を

観察した。液滴の中心部分はアノードとなってフェリシアン化カリウムで青く呈色し，水滴の

表面付近はカソードとなってフェノールフタレインで赤色に呈色する。水滴の表面付近では酸

素が供給されるためOH
-が生成し（H2O+1/2O2+2e

-→2OH
-），カソードになりやすい。また，カ

ソードとアノードの領域の比は，約 3：1 になるとの説明があった。次に，再アルカリ化の観

察手法を検討した実験結果について説明があった。フェノールフタレイン溶液を混ぜ込んだ寒

天の中に鉄筋が埋設された試験体（寸法：約 20×10×3cm）を，炭酸ナトリウム溶液に部分的

に浸漬させ，鉄筋をマイナス，溶液中の金属メッシュをプラスにして電流を流す。通電開始直

後から，電気的に発生した OH
-により鉄筋周囲が赤く色付き始める。3～4 時間が経過すると， 

Na
+の鉄筋方向への移動に伴い浸漬溶液付近も赤く呈色し，鉄筋から溶液までの広い範囲が赤

くなる。また同様の実験として，寒天中にフェロキシル試薬とフェノールフタレイン試薬を混

ぜ込み，スチールファイバーを混入させた実験についての説明があった。 

（３）内田委員より，「鋼球打撃によりコンクリートへ入力される弾性波の周波数特性」についての話

題提供があった。第 17 回コンクリート構造物の補修，補強，アップグレードシンポジウムに

掲載される論文とのこと。コンクリートおよび御影石を対象として，鋼球と対象物との実際の

接触時間を対象物表面に貼付けたシート状の荷重センサにより測定し，この測定結果とコンク

リートを完全弾性体と仮定した衝突理論により導かれる接触時間との比較を行った．この測定

結果に基づき，コンクリートへ入力される弾性波の周波数特性について把握している．その結

果，Hertz の接触理論に基づいて理論展開して求めた接触時間と比較して測定により得られた

接触時間が大きくなるとの説明があった．これは，既往の研究で示されている入力周波数より

も実際は低い周波数の弾性波が入力されている可能性を示唆するとの解説もあった．入力され

る周波数を sansaloneらのように上限として定義するのか，接触時間の逆数として定義するのか,

論文中に明確に示すべきではとの質問があった。 

 

５．その他 

 次回の ONDA以降、定期的に外部の講師を招いて講演を行って頂くなど、新たな運営方法を考

えていきたいとの提案が、鎌田会長よりあった。 

 次回のONDA以降、内田会員には幹事としてご活躍頂きたいとの提案が、永山幹事よりあった。 

 

６．今後の予定 

  第４４回交流会：平成２９年１２月２０日 １５：００～１７：００ 

  場所：（一財）日本建築総合試験所 吹田本部 

 

以上 

 

（記録：内田会員，寺澤会員，吉田会員） 


